
JP 2008-544072 A5 2009.8.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年8月13日(2009.8.13)

【公表番号】特表2008-544072(P2008-544072A)
【公表日】平成20年12月4日(2008.12.4)
【年通号数】公開・登録公報2008-048
【出願番号】特願2008-518505(P2008-518505)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   5/04    　　　　
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３９６Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月26日(2009.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）式Ｉ：
　　　ＸＣＦｚＲ３－ｚ　（Ｉ）
（式中、Ｘは、Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４またはＣ５不飽和の、置換もしくは非置換基であ
り、各Ｒは、独立して、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、ＩまたはＨであり、そしてｚは１～３であるが
、ただし、化合物中にＢｒが存在する場合、化合物は水素を含まないことを条件とし、そ
してさらに化合物が少なくとも４個のハロゲン置換基を有することを条件とする）の少な
くとも１種のフルオロアルケンと、
　（ｂ）ポリアルキレングリコール潤滑剤の少なくとも１種、及び、場合によって添加さ
れてもよい、安定剤、金属不動態化剤、腐食抑制剤、燃焼抑制剤、トリクロロフルオロメ
タン（ＣＦＣ－１１）、ジクロロジフルオロメタン（ＣＦＣ－１２）、ジフルオロメタン
（ＨＦＣ－３２）、ペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２５）、１，１，２，２－テトラ
フルオロエタン（ＨＦＣ－１３４）、１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－
１３４ａ）、ジフルオロエタン（ＨＦＣ－１５２ａ）、１，１，１，２，３，３，３－ヘ
プタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２２７ｅａ）、１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオ
ロプロパン（ＨＦＣ－２３６ｆａ）、１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン（Ｈ
ＦＣ－２４５ｆａ）、１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン（ＨＦＣ－３６５ｍｆ
ｃ）、水、ＣＯ２およびそれらの２種以上の組み合わせからなる群から選択される少なく
とも１種の追加成分と
を含む組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物を含む熱伝達流体。
【請求項３】
　約１０００以下の地球温暖化係数（ＧＷＰ）を有する請求項２に記載の熱伝達流体。
【請求項４】
　前記少なくとも１種のフルオロアルケンが式ＩＩ：
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【化１】

（式中、各Ｒは、独立して、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、ＩまたはＨであり、
Ｒ’は（ＣＲ２）ｎＹであり、
ＹはＣＲＦ２であり、
そしてｎは０または１である）の化合物である請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　ＹがＣＦ３である請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　不飽和末端炭素上の少なくとも１個のＲがＨである請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　ｎが０である請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　ｎが０である請求項４に記載の組成物。
【請求項９】
　ＹがＣＦ３であり、そしてｎが０である請求項３に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記少なくとも１種のフルオロアルケンが、少なくとも１種のテトラフルオロプロペン
（ＨＦＯ－１２３４）を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記少なくとも１種のテトラフルオロプロペンがＨＦＯ－１２３４ｚｅである請求項１
０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、少なくとも約５０重量％の式Ｉの化合物を含む、請求項１に記載の組成
物を含む熱伝達流体。
【請求項１３】
　前記組成物が、少なくとも約７０重量％の式Ｉの化合物を含む、請求項１に記載の組成
物を含む熱伝達流体。
【請求項１４】
　前記式Ｉの化合物が、ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、ＨＦＯ－１２３４ｙｆおよびそれらの組
み合わせから本質的になる群から選択される、請求項１３に記載の組成物を含む熱伝達流
体。
【請求項１５】
　前記式Ｉの化合物が、トランスＨＦＯ－１２３４ｚｅから本質的になる、請求項１４に
記載の組成物を含む熱伝達流体。
【請求項１６】
　前記式Ｉの化合物が、ＨＦＯ－１２３４ｙｆから本質的になる、請求項１４に記載の組
成物を含む熱伝達流体。
【請求項１７】
　熱伝達装置中に含まれる既存の熱伝達流体の交換方法であって、
ＨＦＣ、ＨＣＦＣ、ＣＦＣおよびそれらの組み合わせからなる群から選択される前記既存
の熱伝達流体の少なくとも一部を前記装置から除去すること；および
式Ｉ：
　　　ＸＣＦｚＲ３－ｚ　（Ｉ）
（式中、Ｘは、Ｃ２またはＣ３不飽和の、置換もしくは非置換基であり、Ｒは、独立して
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、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、ＩまたはＨであり、そしてｚは１～３である）の少なくとも１種のフ
ルオロアルケンを含む熱伝達組成物を前記装置中に導入することによって前記既存の熱伝
達流体の少なくとも一部を交換すること；
を含む方法。
【請求項１８】
　少なくとも１種の式Ｉのフルオロアルケンを含む前記熱伝達組成物が、実質的に前記既
存の冷媒の熱伝達容量以上の熱伝達容量を有する請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　少なくとも１種の式Ｉのフルオロアルケンを含む前記熱伝達組成物が、実質的に前記既
存の冷媒のＧＷＰ以下のＧＷＰを有する請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記既存の熱伝達組成物がＨＦＣ－１３４ａを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　前記既存の熱伝達組成物がＣＦＣ－１２を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　前記既存の熱伝達組成物がＨＣＦＣ－２２を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２３】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－４０４Ａを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２４】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－４０７Ｃを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２５】
　前記既存の熱伝達組成物がＨＦＣ－１５２ａを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２６】
　前記既存の熱伝達組成物がＨＦＣ－１３４を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２７】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－５００を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２８】
　前記既存の熱伝達組成物がＨＦＣ－１２５を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記既存の熱伝達組成物がＨＦＣ－３２を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－４１０Ｃを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項３１】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－４１０Ａを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項３２】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－５０７Ａを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項３３】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－４０７Ａを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項３４】
　前記既存の熱伝達組成物がＲ－４０７Ｄを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項３５】
　前記既存の熱伝達装置が電気冷却機を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項３６】
　前記既存の熱伝達装置が、少なくとも１個の遠心圧縮機を備えるチラー装置である請求
項１７に記載の方法。
【請求項３７】
　前記既存の熱伝達装置が輸送冷却装置である請求項１７に記載の方法。
【請求項３８】
　前記交換工程が、前記既存の熱伝達装置のいずれかの実質的な変更と関連しない請求項
１７に記載の方法。
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【請求項３９】
　前記交換工程が、前記既存の熱伝達装置のいずれかの実質的な設計変更と関連しない請
求項１７に記載の方法。
【請求項４０】
　前記交換後の装置の容量が、交換前の装置容量の少なくとも約７０％である請求項３８
に記載の方法。
【請求項４１】
　前記交換後の装置の容量が、交換前の装置容量の少なくとも約８５％である請求項３８
に記載の方法。
【請求項４２】
　前記交換後の装置の容量が、交換前の装置容量の少なくとも約９０％である請求項３８
に記載の方法。
【請求項４３】
　前記交換後の前記装置の吸込圧力および／または吐出圧力が、それぞれ、交換前の吸込
圧力および／または吐出圧力の少なくとも約９０％である請求項３８に記載の方法。
【請求項４４】
　前記交換後の前記装置の質量流量が、交換前の前記装置の質量流量の少なくとも約８０
％である請求項３８に記載の方法。
【請求項４５】
　前記既存の熱伝達装置が中温装置である請求項１７に記載の方法。
【請求項４６】
　前記既存の熱伝達装置が冷却／冷凍装置である請求項１７に記載の方法。
【請求項４７】
　前記既存の熱伝達装置が自動車ＡＣ装置である請求項１７に記載の方法。
【請求項４８】
　前記既存の熱伝達装置がチラーＡＣ装置である請求項１７に記載の方法。
【請求項４９】
　超臨界または近超臨界状態で、材料を、式Ｉ：
　　　ＸＣＦｚＲ３－ｚ　（Ｉ）
（式中、Ｘは、Ｃ２またはＣ３不飽和の、置換もしくは非置換基であり、Ｒは、独立して
、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、ＩまたはＨであり、そしてｚは１～３である）の化合物と接触させる
ことによって前記材料を溶媒抽出することを含む溶媒抽出法。
【請求項５０】
　前記材料が少なくとも１種のアルカロイドを含む請求項４９に記載の方法。
【請求項５１】
　前記少なくとも１種のアルカロイドが少なくとも１種の植物源に由来する請求項５０に
記載の方法。
【請求項５２】
　前記少なくとも１種のアルカロイドが、カフェイン、コデインおよびパパベリンからな
る群から選択される請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記材料が少なくとも１種の有機金属材料を含む請求項４９に記載の方法。
【請求項５４】
　前記有機金属材料がメタロセンを含む請求項５３に記載の方法。
【請求項５５】
　超臨界または近超臨界状態で、式Ｉ：
　　　ＸＣＦｚＲ３－ｚ　（Ｉ）
（式中、Ｘは、Ｃ２またはＣ３不飽和の、置換もしくは非置換基であり、Ｒは、独立して
、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、ＩまたはＨであり、そしてｚは１～３である）の化合物から触媒の粒
子を沈殿させることを含む、固体担体上に触媒を付着させる方法。
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【請求項５６】
　前記式Ｉの少なくとも１種のフルオロアルケンが式ＩＩ：
【化２】

（式中、各Ｒは、独立して、Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、ＩまたはＨであり、
Ｒ’は（ＣＲ２）ｎＹであり、
ＹはＣＲＦ２であり、
そしてｎは０または１である）の化合物を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項５７】
　ＹがＣＦ３である請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　不飽和末端炭素上の少なくとも１個のＲがＨである請求項５６に記載の方法。
【請求項５９】
　ｎが０である請求項５６に記載の方法。
【請求項６０】
　ｎが０である請求項５７に記載の方法。
【請求項６１】
　ＹがＣＦ３であり、そしてｎが０である請求項５６に記載の方法。
【請求項６２】
　前記少なくとも１種のフルオロアルケンが、少なくとも１種のテトラフルオロプロペン
（ＨＦＯ－１２３４）を含む請求項５６に記載の方法。
【請求項６３】
　前記少なくとも１種のテトラフルオロプロペンがＨＦＯ－１２３４ｚｅである請求項５
６に記載の方法。
【請求項６４】
　前記少なくとも１種のテトラフルオロプロペンがトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅを含む
、請求項５６に記載の方法。
【請求項６５】
　前記少なくとも１種のテトラフルオロプロペンがトランスＨＦＯ－１２３４ｚｅから本
質的になる、請求項５６に記載の方法。
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